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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 18年 9月 8日 (2006.9.8)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
　 　 【 請 求 項 １ 】 　 デ ィ ス プ レ イ 装 置 内 で ビ ー ム 電 流 を 生 成 し 、 こ れ を 制 御 す る 陰 極 と 陽
極 と を 有 す る ビ デ オ ・ デ ィ ス プ レ イ 装 置 に 於 い て 、
　 ビ デ オ 信 号 源 と 、
　 記 ビ デ オ 信 号 源 と 記 陰 極 と に 結 合 さ れ て お り 、 更 に 、 駆 動 回 路 電 源 に 結 合 さ れ て お
り 、 陰 極 電 圧 が ビ デ オ 信 号 と 該 駆 動 回 路 電 源 と に 応 じ て 記 陰 極 に 発 生 す る よ う に す る 駆
動 回 路 と 、
　 記 陽 極 に 結 合 さ れ て お り 、 記 デ ィ ス プ レ イ 装 置 内 に 高 電 圧 加 速 電 位 を 供 給 す る 高 電
圧 電 源 と 、
　 記 駆 動 回 路 電 源 と 記 高 電 圧 電 源 と に 結 合 さ れ て お り 、 記 駆 動 回 路 電 源 の 電 圧 が 閾
値 レ ベ ル を 下 回 る と 、 記 高 電 圧 電 源 を 停 止 さ せ る 遮 断 回 路 と 、
　 か ら 成 る 保 護 回 路 。
　 　 【 請 求 項 ２ 】 　 記 駆 動 回 路 が 集 積 回 路 上 に 設 け ら れ 、 記 駆 動 回 路 電 源 が 少 な く と
も ＋ ２ １ ５ Ｖ の 電 圧 を 供 給 す る 、 請 求 項 １ 記 載 の 保 護 回 路 。
　 　 【 請 求 項 ３ 】 　 記 遮 断 回 路 が 、 記 駆 動 回 路 電 源 の 出 力 電 圧 が 記 閾 値 レ ベ ル を 下
回 る 時 に 第 １ の 状 態 に ラ ッ チ す る 自 己 バ イ ア ス ・ ラ ッ チ 回 路 か ら 成 る 、 請 求 項 １ 記 載 の 保
護 回 路 。
　 　 【 請 求 項 ４ 】 　 記 駆 動 回 路 電 源 が 第 １ と 第 ２ の 駆 動 回 路 電 源 か ら 成 り 、 記 第 １ の
駆 動 回 路 電 源 の 電 圧 が 第 １ の 閾 値 レ ベ ル を 下 回 る と 、 或 い は 、 記 第 ２ の 駆 動 回 路 電 源 の
電 圧 が 第 ２ の 閾 値 レ ベ ル を 下 回 る と 、 記 遮 断 回 路 が 記 高 電 圧 電 源 を 停 止 さ せ る 、 請 求
項 １ 記 載 の 保 護 回 路 。
　 　 【 請 求 項 ５ 】 　 記 第 １ と 第 ２ の 駆 動 回 路 電 源 に 応 じ た 複 合 出 力 を 供 給 す る 複 合 感 知
節 点 を 更 に 有 し 、 記 複 合 出 力 が 別 の 閾 値 レ ベ ル を 下 回 る と 、 記 遮 断 回 路 が 記 高 電 圧
電 源 を 停 止 さ せ る 、 請 求 項 ４ 記 載 の 保 護 回 路 。
　 　 【 請 求 項 ６ 】 　 記 駆 動 回 路 が 複 数 の 駆 動 回 路 か ら 成 り 、 そ の 複 数 の 駆 動 回 路 の 各 々
は そ れ ぞ れ に 対 応 す る ビ デ オ 信 号 源 と そ れ ぞ れ に 対 応 す る 陰 極 と に 関 連 付 け ら れ て お り 、

記 複 数 の 駆 動 回 路 の 記 第 １ 或 い は 第 ２ の 駆 動 回 路 電 源 の 何 れ か が 、 そ れ ぞ れ に 対 応 す
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る 記 第 １ 或 い は 第 ２ の 閾 値 レ ベ ル を 下 回 る と 、 記 遮 断 回 路 が 記 高 電 圧 電 源 を 停 止 さ
せ る 、 請 求 項 ４ 記 載 の 保 護 回 路 。
　 　 【 請 求 項 ７ 】 　 記 遮 断 回 路 が 、 記 駆 動 回 路 電 源 の ど ち ら か の 電 圧 が そ れ に 対 応 す
る 記 閾 値 レ ベ ル を 下 回 る 時 に 第 １ の 状 態 に ラ ッ チ す る 自 己 バ イ ア ス ・ ラ ッ チ 回 路 か ら 成
る 、 請 求 項 ４ 記 載 の 保 護 回 路 。
　 　 【 請 求 項 ８ 】 　 記 駆 動 回 路 電 源 が 第 １ の 回 路 ボ ー ド に 設 け ら れ 、 記 駆 動 回 路 が 第
２ の 回 路 ボ ー ド に 設 け ら れ 、 記 高 電 圧 電 源 が 第 ３ の 回 路 ボ ー ド に 設 け ら れ て い る 、 請 求
項 ４ 記 載 の 保 護 回 路 。
　 　 【 請 求 項 ９ 】 　 記 遮 断 回 路 に 結 合 さ れ て い る Ｘ 線 保 護 感 知 器 を 更 に 有 し 、 記 Ｘ 線
保 護 感 知 器 の 出 力 が 別 の 閾 値 レ ベ ル を 超 え る と 、 記 遮 断 回 路 が 記 高 電 圧 電 源 を 停 止 さ
せ る 、 請 求 項 １ 記 載 の 保 護 回 路 。
　 　 【 請 求 項 １ ０ 】 　 記 遮 断 回 路 が 、 記 Ｘ 線 保 護 感 知 器 に 結 合 さ れ て い る 自 己 バ イ ア
ス ・ ラ ッ チ 回 路 か ら 成 り 、 記 駆 動 回 路 電 源 の 電 圧 が 閾 値 レ ベ ル を 下 回 る 時 に 記 自 己 バ
イ ア ス ・ ラ ッ チ 回 路 が 第 １ の 状 態 に ラ ッ チ す る 、 請 求 項 ９ 記 載 の 保 護 回 路 。
　 　 【 請 求 項 １ １ 】 　 ビ ー ム 電 流 を 生 成 し 、 こ れ を 制 御 す る 陰 極 お よ び 陽 極 と 、
　 ビ デ オ 信 号 源 と 、
　 記 ビ デ オ 信 号 源 と 記 陰 極 と に 結 合 さ れ て お り 、 更 に 、 駆 動 回 路 電 源 に 結 合 さ れ て お
り 、 陰 極 電 圧 が ビ デ オ 信 号 と 記 駆 動 回 路 電 源 と に 応 じ て 記 陰 極 に 発 生 す る よ う に す る
駆 動 回 路 と 、
　 記 陽 極 に 結 合 さ れ て お り 、 デ ィ ス プ レ イ 装 置 内 に 高 電 圧 加 速 電 位 を 供 給 す る 高 電 圧 電
源 と 、
　 記 駆 動 回 路 電 源 と 記 高 電 圧 電 源 と に 結 合 さ れ て お り 、 記 駆 動 回 路 電 源 の 電 圧 が 閾
値 レ ベ ル を 下 回 る と 、 記 高 電 圧 電 源 を 停 止 さ せ る 遮 断 回 路 と 、
　 か ら 成 る ビ デ オ ・ デ ィ ス プ レ イ 装 置 。
　 　 【 請 求 項 １ ２ 】 　 記 駆 動 回 路 が 集 積 回 路 上 に 設 け ら れ 、 記 駆 動 回 路 電 源 が 少 な く
と も ＋ ２ １ ５ Ｖ の 電 圧 を 供 給 す る 、 請 求 項 １ １ 記 載 の ビ デ オ ・ デ ィ ス プ レ イ 装 置 。
　 　 【 請 求 項 １ ３ 】 　 記 遮 断 回 路 が 、 記 駆 動 回 路 電 源 の 出 力 電 圧 が 記 閾 値 レ ベ ル を
下 回 る 時 に 第 １ の 状 態 に ラ ッ チ す る 自 己 バ イ ア ス ・ ラ ッ チ 回 路 か ら 成 る 、 請 求 項 １ １ 記 載
の ビ デ オ ・ デ ィ ス プ レ イ 装 置 。
　 　 【 請 求 項 １ ４ 】 　 記 駆 動 回 路 電 源 が 第 １ と 第 ２ の 駆 動 回 路 電 源 か ら 成 り 、 記 第 １
の 駆 動 回 路 電 源 の 電 圧 が 第 １ の 閾 値 レ ベ ル を 下 回 る と 、 或 い は 、 記 第 ２ の 駆 動 回 路 電 源
の 電 圧 が 第 ２ の 閾 値 レ ベ ル を 下 回 る と 、 記 遮 断 回 路 が 記 高 電 圧 電 源 を 停 止 さ せ る 、 請
求 項 １ １ 記 載 の ビ デ オ ・ デ ィ ス プ レ イ 装 置 。
　 　 【 請 求 項 １ ５ 】 　 記 第 １ と 第 ２ の 駆 動 回 路 電 源 に 応 じ た 複 合 出 力 を 供 給 す る 複 合 感
知 節 点 を 更 に 有 し 、 記 複 合 出 力 が 別 の 閾 値 レ ベ ル を 下 回 る と 、 記 遮 断 回 路 が 記 高 電
圧 電 源 を 停 止 さ せ る 、 請 求 項 １ ４ 記 載 の ビ デ オ ・ デ ィ ス プ レ イ 装 置 。
　 　 【 請 求 項 １ ６ 】 　 記 遮 断 回 路 が 、 記 駆 動 回 路 電 源 の ど ち ら か の 電 圧 が そ れ に 対 応
す る 記 閾 値 レ ベ ル を 下 回 る 時 に 第 １ の 状 態 に ラ ッ チ す る 自 己 バ イ ア ス ・ ラ ッ チ 回 路 か ら
成 る 、 請 求 項 １ ４ 記 載 の ビ デ オ ・ デ ィ ス プ レ イ 装 置 。
　 　 【 請 求 項 １ ７ 】 　 記 遮 断 回 路 に 結 合 さ れ て い る Ｘ 線 保 護 感 知 器 を 更 に 有 し 、 記 Ｘ
線 保 護 感 知 器 の 出 力 が 別 の 閾 値 レ ベ ル を 超 え る と 、 記 遮 断 回 路 が 記 高 電 圧 電 源 を 停 止
さ せ る 、 請 求 項 １ １ 記 載 の ビ デ オ ・ デ ィ ス プ レ イ 装 置 。
　 　 【 請 求 項 １ ８ 】 　 記 遮 断 回 路 が 、 記 Ｘ 線 保 護 感 知 器 に 結 合 さ れ て い る 自 己 バ イ ア
ス ・ ラ ッ チ 回 路 か ら 成 り 、 記 駆 動 回 路 電 源 の 電 圧 が 閾 値 レ ベ ル を 下 回 る 時 に 記 自 己 バ
イ ア ス ・ ラ ッ チ 回 路 が 第 １ の 状 態 に ラ ッ チ す る 、 請 求 項 １ ７ 記 載 の ビ デ オ ・ デ ィ ス プ レ イ
装 置 。
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ７
【 補 正 方 法 】 変 更

(2) JP 2002-526990 A5 2006.10.26

前 前 前

前 前
前

前 前
前

前 前
前 前

前 前
前 前

前 前
前 前

前

前 前 前
前

、
前 前

前 前 前

前 前
前

前 前

前
前 前 前

前 前
前

前 前
前 前

前 前
前 前



【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ７ 】
　 Ｃ Ｒ Ｔ １ ０ ０ は 、 受 像 管 駆 動 ボ ー ド ２ ０ か ら の 駆 動 信 号 と 電 源 ボ ー ド ２ ２ か ら の 高 電 圧
と に 応 じ て ビ デ オ 表 示 を 行 う 。 Ｃ Ｒ Ｔ １ ０ ０ の 各 陰 極 は 、 そ の 各 陰 極 そ れ ぞ れ に 対 す る 受
像 管 駆 動 ボ ー ド ２ ０ か ら の 出 力 に よ っ て 駆 動 さ れ る 。 各 陰 極 に は 、 そ の 各 陰 極 そ れ ぞ れ に
対 す る 接 続 ケ ー ブ ル が 必 要 で あ る が 、 こ こ で は 、 接 続 ケ ー ブ ル ３ ４ に よ っ て 各 陰 極 そ れ ぞ
れ に 対 す る 上 記 出 力 を 表 し て い る 。 高 電 圧 電 源 ２ は 、 接 続 ケ ー ブ ル ３ ３ を 介 し て Ｃ Ｒ Ｔ
１ ０ ０ に 結 合 さ れ て い る 。
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